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課題解決策② 小規模低層オフィスにおける空調省エネルギー拡大策

小規模低層オフィスにおける自然換気促進策

小規模低層オフィスにおける EMS 促進策課題解決策③

課題解決策①背景と課題 ＰＣＭ組込ルーバー

排気窓

PCM組込み
放射パンチングメタル
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中小規模オフィスにおける省エネルギーを阻む課題を解決する『エコモデル』の提案

中小規模ビル特有の省エネルギーを阻む課題 集 風ウォー ル ＋ P C M （潜熱蓄熱材）活 用 型  自 然 換 気システム

P C M （潜熱蓄熱材）組 込 型  空 気 対 流 式 放 射 冷 房システム

1 次エネルギー消費量 40% 削減 （791MJ/㎡年） 

汎用モニターのカスタマイズ化による EMS（エネルギーマネジメントシステム）構築
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六合エレメック本社ビルは『中小規模オフィスビル
におけるエコモデル』の実現をめざして建設された
延床面積 1,100㎡ 4 階建てのオフィスビルです。
低炭素化社会の実現にはストックが多く省エネの
取り組みが十分でない中小規模オフィスビルの
省エネルギー促進が急務であり、業務部門挙げて
の重要課題です。

六合エレメック本社ビルでは、中小規模オフィス
ビル特有の省エネルギーを阻害する課題に対して
3つの解決策を提案しました。

六合エレメックは、電子機器・電気機材などの販売を行うエレクトロニス＆メカトロニクスの専門商社です。閑静な高級住宅街である
白壁地区に約 30 年建つ本社ビルの建替えに際し、戸建住宅が近接し間口が限られた低層オフィスの課題をふまえた、「手が届く、
身近な環境配慮」に取り組みました。

風の流れをモチーフにした緑と風のスクリーン『集風
ウォール』により、隣地住宅に対するプライバシーの配
慮と社員のリフレッシュ効果を得ると共に、中間期には
北西風を建物の東窓まで導いてから室内に取り組み
風力換気を促進させます。さらに、階段トップライトに
設置したＰＣＭ（潜熱蓄熱材）ルーバーにより太陽熱を
蓄熱し、夜間の煙突換気を促進させることで日合計の
自然換気効果を高めます。
　2013 年 5 月の実測結果より、オフィスの自然換気
回数は昼に最大 14 回 /h、日射量が少なくなる 17 時でも
12 回 /h の換気回数を確保でき、夕方以降も昼間と同等の
換気回数を達成できることを確認しました。

◆中小規模のエネルギー消費の現状
国内における 5000㎡未満の中小規模オフィスビルの業務建築部門における床面積は
16％、エネルギー消費比率は 10％弱を占めます。中小規模オフィスビルのストック
とエネルギー消費量は大きく、業務部門の温暖化対策にはその省エネルギー化は必須
の課題です。

◆省エネルギーを阻む課題
①立地や建物高さの制約により自然換気を効率的に利用できない

中小規模ビルは隣棟間隔が狭い場合が多く、自然換気窓の設置位置が制約される。
さらに建物高さも低く浮力換気を促進しづらい。

②利用可能な省エネルギー方策が限定的である
規模的に個別分散空調方式を採用する場合が多いため省エネメニューの選択肢が少な
く、省エネ性能を個別空調機の単体性能に頼っているのが現状といえる。

③エネルギーマネジメントが十分でない
中央監視を設置することは稀で、大規模ビルに比して建築設備の監視制御の IT 化
が遅れているため、エネルギーマネジメントを十分行うことができない。

中央監視装置を設置することが少ない中小規模オフィス
では、省エネルギー検証に必要な用途別 ･ 時刻別の
エネルギー消費データの入手は困難です。この課題
に対し、太陽光発電パネルに標準装備されているデータ
収集装置と見える化モニターに電力消費量等の収集機能
を付加することで低コストで維持管理の容易な EMS を
構築しました。
　さらに、憩いの場である屋上テラスに設置した「雨水
貯留デザインタンク」や、オフィスの「自然換気エコ
ランプ」、風除室に配した「エコパネル」、企業カラー
で彩られた「エコウォール」など、「見せる環境デザイン」
の採用により環境配慮の姿勢をアピールしました。

汎用パッケージ空調機に PCM と放射冷房を組み合わせるこ
とで快適・節電システムに進化させました。
特徴①：PCM の調温効果により冷放射パネル表面の温度変動
を小さくできるため、吹出温度の変化が激しいパッケージ
空調機でも安定した冷放射効果を得ることができます。
特徴②：低負荷時には PCM に蓄えた冷熱と送風運転
のみで室温と放射パネル表面の温度上昇を防ぐことができ、
部分負荷運転時間の短縮による省エネを図れます。
　2012 年 7 月 の 実 測 結 果 よ り、 室 温 27 ℃ の 時 に
MRT=24℃、PMV=0 ～ 0.2 の快適な温熱環境を実現し、
空調機が送風モードになるサーモオフ時でも冷放射パネル
表面の温度上昇を防ぐことができ PPD を半減しました。

2012 年 1 月～ 12 月における年間１次エネルギー消費量は 791MJ/㎡年となり、DECC
データベースで公表されている 2,000㎡未満の民間小規模オフィスビルの平均値
1,300 MJ/㎡年と比べて 40% の削減実績を達成しました。
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■ 環境性能評価（CASBEE）

■ 1 次エネルギー消費量実績

PCM組込チャンバー内の温度風速分布（CFD)

図：PCMの冷却効果実測値
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PCM表面のサーモ画像
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　PCM の調温効果により夜間の浮力換気を促進
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　北西の卓越風を集めて風力換気効果を促進
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2.5

個別計算

このグラフは、一般的な建物（参照値）と比べたライフサイクル
CO2 排出量を評価者自身の計算（個別計算）により算出した結果
を示しています。LCCO2 の算定条件等については、「LCCO2 算定
条件シート（個別計算）」を参照されたい
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前日の電力使用量の内訳

今月の省エネルギー実績

目標に対する削減率 37 ％

今月の電力使用量 1838  kWh
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全館に LED 照明を採用しています。

２面採光のオフィスでは「昼光センサー」により
自然光に合わせて調光し、

トイレでは「人感センサー」を設置し、
消費電力を軽減します。


